










This study clarifi ed the actual situation of the Nagano Olympic Memorial Fund, which is the surplus after the Nagano 
Olympics, from the viewpoint of geographical conditions, organizational conditions, and physical conditions using 
the「center-periphery」theory. As a result of research, the Nagano Olympic Memorial Fund has been used for holding 
domestic and international competitions for winter sports, training juniors, and improving competitiveness. On the other 
hand, it became clear that the ratio of subsidies for the target projects to local residents is low. From the perspective 
of sports facility management, the fi nancial burden of facility management was reduced during the Nagano Olympics 
commemorative grant period. However, there are currently some sports facilities that have been discontinued, and 
issues regarding sports facility management have become clear.
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１．問題の所在と背景
2020年東京オリンピック，パラリンピック（以下「2020大会」という）の開催が，新型コロナウィルス




Study on surplus after Mega Sport Event










































































































































資料： 長野オリンピックムーブメント推進協会「メダルの夢に向かって 長野オリンピックムーブメント推進協会 12年のあゆみ」
（pp.46-47）を基に筆者作成
平成 10年から開始した長野冬季オリンピック記念基金について，平成 13年度からは，選手強化事業に対
する助成割合が一番高い状況であった。冬季競技の中では，スキー競技が 12年間で総額 11億 8950万円の
助成を受けていた。続いてスケート競技が総額 6億 3500万円，アイスホッケー競技が 1憶 7500万円，ボブ
スレー・リュージュ競技が 1億 6200万円，カーリング競技 1億 1200万円であった。この記念基金の助成総








強化事業の総額は 4憶 9756万 6千円であり，補助金総額の多い順にスケート競技 1億 6041万 7千円，アイ
スホッケー競技１億 5068万円，スキー競技 8671万 9千円であった。内訳から，スポーツクラブ育成の割合



















































































































資料： 長野オリンピックムーブメント推進協会「メダルの夢に向かって 長野オリンピックムーブメント推進協会 12年のあゆみ」
（pp.54-75）を基に筆者作成
長野オリンピック記念金の助成事業を，競技施設別に分類したところ，平成 11年から平成 21年までの補
助合計金額が一番多い競技施設は，エムウェーブで 3億 2100万円，ビックハット 2億 6550万円，スパイラ

























化事業に伴う会場整備としての製氷経費が平成 11年度から平成 21年度まで毎年 5000万円助成されていた
のである。これは各年度によるが，総事業費の約 22％から約 26％の割合に該当していた。またアイスホッ
ケー・フィギュア会場であるビックハットを利用した選手強化事業に伴う会場整備としての製氷経費が平成
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